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国立天文台カレンダー�
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〈６月〉�

 ９日（月）太陽・天体プラズマ専門委員会�

12日（木）教授会議�

13日（金）光赤外専門委員会�

14日（土）水沢地区特別公開�

19日（木）評議員会�

26日（木）総合計画委員会�

�

〈７月〉�

 １日（火）平成15年度永年勤続者表彰式�

17日（木）大学生・大学院生向け公開講座�

23日（水）～26日（土）「君が天文学者になる�

 ４日間」�

28日（月）運営協議員会�

�

〈８月〉�

 １日（金）～７日（木）スター・ウイーク�

 ２日（土）～３日（日）南の島の星まつり2003�

 （沖縄県石垣市）�

 ４日（月）～８日（金）野辺山「電波天文観�

 測実習」�

 ４日（月）～８日（金）夏休みジュニア天文教室�

 ５日（火）～６日（水）電波専門委員会�

 （野辺山観測所）�

 ９日（土）八重山高原星物語（鹿児島県入来町）�

23日（土）野辺山地区特別公開�

30日（土）岡山天体物理観測所特別公開�
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A）陸上100ｍ

9秒78 T. Montgomery（USA）

B）競泳自由型100ｍ

21秒81 T. Jager（USA）

C）スピードスケート500ｍ

34秒32 H. Shimizu（JPN）

これらは現時点での世界記録である。ではこれ

らに次ぐ歴代“２位”の記録はどうであろう？

A）９秒79 M. Greene（USA）

B）21秒85 M. Biondi（USA）

C）34秒63 J.Wotherspoon（CAN）

想像に難くなく、いずれも１位との記録の差は

僅差である。おそらく世界記録が打ち立てられる

時、ほんの0.01秒記録が塗り変わったところで何

かその競技の特質が激変するわけではない。しか

しそれにも関わらずなぜ、世界記録が生まれるそ

の瞬間、今までの世界記録が破られるその刹那、

われわれは感動を覚えるのだろう？そこには、人

類が今まで成しえなかったことを達成したことに

対する連帯感、あるいは、今まで到達しえなかっ

た新しい世界が広がる期待感があるからではない

だろうか。今まで漫然と見ていたその競技自身が

素晴らしい、面白い、と感じうるほど、それは人

類が一体となって共有しうる稀有な感動であり、

人類の文化の一部だと言っても過言ではない。世

界記録を破るまでの道程はある１人の人間の才能

あるいは努力の物語（もちろん現代スポーツ科学

においては、そこに最新テクノロジーの裏づけが

歴然として存在する）かも知れないが、世界記録

が生まれた瞬間に人類全体の財産へと昇華するの

である。

すばる望遠鏡は完成以来、他の名だたる８～

10m望遠鏡と競いあいながら様々なチャレンジン

グな観測を続けている。チャレンジのしかたにも

いろいろあって、これまで誰も考えつかなかった

ことをやってみるアイデア勝負の観測と、どう観

測すればよいのかはよく知られているものの１人

ではとうていできないような力勝負の観測、と２

通りあって、そのどちらも大切であると私は思う。

前者はいわゆる「共同利用観測」で実現可能であ

るものが多いと思うが、後者を実現するためには、

いくらすばるが大きな望遠鏡であるとはいえ、世

界に複数台の８～10ｍ望遠鏡がある現在、もっと

強大な力＝観測装置における何らかの特徴、ある

いは既存の枠組みに囚われない豊富な観測時間、

などが必要となってくる。

すばるディープフィールドプロジェクト（SDF）

は2002年の４月から、すばる望遠鏡建設に携わっ

た全員のいわゆるGT（ご褒美時間）を当てた「す

ばる観測所プロジェクト」の１つとして開始され

た。SDFは「高赤方偏移銀河種族の探査と理解」

を目的に掲げ、すばる主焦点カメラの広視野を活

かすべく、５つの広帯域バンド、２つの狭帯域バ

ンドで、とにかく力まかせに遠方の宇宙を撮像観

測し、分光赤外撮像観測も併せて行おうとする計

画である。バンドごとに約10時間の積分時間を要

するこのプロジェクトには年間14晩があてられ

た。（客観性のための筆者注：同じ力勝負の観測

にVLTのVVDSがあるがこれには年間100晩があ

てられている。）

同様な遠方宇宙探査観測の例としてハッブル・

ディープ・フィールド（HDF）が有名であるが、

このSDFはHDFと同等の深さを持ちながら、その

広さはHDFの実に約200倍。探査領域にこれだけ

の広さがあるということは、超遠方天体をはじめ

とする稀少な天体を見つけ出す確率が大きいと同

時に、そうした遠方宇宙の天体を数多くサンプル

することによってその普遍的性質を統計的に明ら

かにすることができるという利点を持つ。

遠方（ここでは赤方偏移ｚが４以上）銀河の探査

法には、１）遠方銀河（ライマンα輝線銀河）に

特徴的なライマンα輝線を狭帯域フィルターで捕

捉する方法、２）銀河間物質による大きな吸収に

よって生じるライマンα線の前後の段差（ライマ

ンブレイク）を見つける方法の２つがあり、SDF

プロジェクトではこの２つの方法を同時に駆使す
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ることも大きな特徴となっている。これらの方法

を用いることで、同じ遠方宇宙に存在する２つの

種族がお互いにどのような関係なのか、それらの

進化はどう繋がるのかといった問題に焦点をあて

たいと考えている。

さて、このような目的で開始したこのSDFプロ

ジェクトであるが、2002年春のハワイ・マウナケ

ア山頂の天気は驚くほど悪く、14晩のうちなんと

3.5晩しか晴天に恵まれなかった。それでもわれわ

れは主焦点カメラの１視野内に70個あまりのｚ

=6.6に位置する銀河候補を見つけ、続いて行われ

た分光観測によって２個の確実なｚ＝6.6のライマ

ンα輝線銀河を発見した（表紙図）。これまでで

最も遠い銀河はｚ＝6.56に見つかっていたが、手

前にある銀河団による重力レンズ効果を受けて明

るさを増したものを１天体やっと発見したに留ま

っていた。今回の発見は、この重力レンズ効果を

使わずとも一般のフィールドで、しかも複数個の

ｚ＝6.6の銀河が見つかった、ということが新しい。

またこれら２つの銀河のうち１つはｚ＝6.58であ

り、僅差ながら現在人類が知りえた最も遠い銀河

と言える。（おそらくこの原稿が印刷される頃に

は今シーズンの観測も終了し、さらに多くの最遠

方銀河が確定されているであろう。）

さて前述したように今回の成果の意味するとこ

ろは「重力レンズ効果の助けを受けずに観測でき

るほど最遠方銀河は普遍的に存在する」というこ

となのであるが、私はここであえてこの研究成果

の「最も遠い銀河を見つけた」という事実を強調

したい。実はこの「宇宙で最も遠い銀河発見」の

公表は３月20日、そう、まさにあの「イラク戦争」

勃発の日と重なってしまった。たくさんの報道関

係者の方に取材していただいたにも関わらず、残

念なことに実際の当日の報道ではどれも大きく扱

われることはなかった。しかしこういう時である

からこそ、「最も遠い銀河発見」という事実が、

人類が１つとなって喜びを共有できる数少ない機

会を与えられる可能性を持っていると考えたい。

天文学とスポーツは違うという人がいるかもしれ

ない。しかし、世界中の人々が、「スポーツ」あ

るいは「天文学」を共通の言葉として、切磋琢磨

しながら未知の世界に向かってチャレンジし続け

るという文化において私は対等だと考える。より

多くの人々がこの世界記録（そしてそれはまさし

く最新の科学技術テクノロジーに裏づけされてい

る）が生まれた瞬間を喜び合うことができれば、

天文学も大きな文化の１つとして成熟を見せるこ

とができるのではないだろうか。

さて、力勝負の観測はこれで最初のアピールが

できた。しかし本当の力勝負はこれからで、この

「最も遠い銀河で世界一」もそこから何か遠方宇

宙に対する確固たる科学的示唆がなければ、それ

は例えば「ハンバーガーの早食い世界一」を見て

「ああ、ハンバーガーが食べたい」と思う人がそ

れほど多くない（記録保持者の方ごめんなさい）

のと変わらない。同時にこれからはアイデア勝負

の観測をアピールする番ではないだろうか。Ｒ.バ

ッジオの華麗なスルーパス、Ｄ.マラドーナの魅惑

的なドリブル。そんな思わず溜息が漏れるような

観測をわれわれはすばるで目指したい。

最後になったが、今回の力勝負の観測はもう１

つ大きな工夫があった。それはハワイ観測所の総

力をあげての柔軟な対応である。われわれはこれ

まで実に４つの観測装置を駆使しこのプロジェク

トを遂行している。そこには共同利用のような枠

組みにとらわれず、プロジェクトの進行に合わせ

て柔軟に観測装置を交換し、観測を効率的に行う

配慮があった。時には土日に装置交換をお願いし

たことも、またわずかの空き時間を使って観測を

行ったこともあった。今回の力まかせの観測は、

「大きな力」だけではなくこうした地道な「小さ

な力」の集積で遂行されていることを強調したい。

－4－

今回発見された２個（上段a,下段b）の遠くの生まれたての銀

河。左から波長の短い（青い）順にi'バンド、狭帯域フィルタ

ー、z'バンドでの見え方の違いを示している。中央の狭帯域フ

ィルター（波長908-932ナノメートル）のみで非常に明るく輝

いている。青い側（左図）では天体は見えないが、赤い側を含

む右端の図では見えている。この画像の視野は10秒角×10秒角。
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★岡山天体物理観測所「特別観望会」の報告�

2003年３月29日（土）に行われた特別観望会は

今回で６回目になります。

年毎に応募者の層と地域が広がってきました。

東の千葉県から南の沖縄県と広範囲にわたり、応

募葉書も287通（788名）となりました。しかも公

募をマス・メディアに載せる前に岡山天体物理観

測所のホームページを見ての応募や、リピーター

も増えております。ようやく観測所の観望会も認

知されたようです。

家族単位の参加者が多い中、単独での申込もあ

り、天文愛好者もかなり多かったのではと思って

います。今回も天気予報では曇りとなっており心

配していたのですが、幸いなことに晴れて観望す

ることが出来ました。「さすが、晴れの国岡山で

す。」

今回は春休み中と言うこともあり小学生の家族

連れが目立ち、当日のキャンセルが少し増え多少

混乱が生じましたが、病気や怪我人も無く無事終

了し、本当に嬉しい限りです。

観望会の対象天体が、木星と土星と言う一般的

な天体であり、初めて見るという人は少なかった

ようですが、天体が大きく見えたと言うことが大

変印象的だったようです。

ただ遠隔地の方は一泊される方が多く、当日昼

間の見学で望遠鏡の大きさに期待するあまり、評

価が少し下がる傾向が見られました。中には氾ら

んしている疑似カラーの写真に影響され、シャー

プさに欠けると言われる方もありました。しかし、

大多数の方々は日本一大きい望遠鏡で、直に星を

眺めることには大変満足されたようです。

毎回お世話になっています鴨方町営の岡山天文

博物館では、始めの約10分間で対象天体の紹介、

後半20分ほどは観望会当日の星空紹介を行いまし

た。グループによって反応はさまざまだったよう

ですが、質問が出たり、最後には拍手を頂いたり

と喜んでいただきました。今回は天文愛好家が多か

ったのか、天文グッズもそこそこ売れていました。

観望会は低学年の小学生からご高齢の方までも

が対象ですので、安全には非常に気を使いました。

夜間に送迎バスでの施設間の移動や、薄暗がりの

中床の上下や望遠鏡を操作しますので、安全を確

保するにはかなりの人数（目）を必要としました。

約25名ずつ４班に分けて見学していただきまし

たが、どの班からも第一声の「ワァーおっきー」

が聞こえてきました。ドーム・望遠鏡・大きな床

の上下等の動きに、感嘆の声がドーム内に響き渡

っていました。「来て良かったね！」「すっごー

い！」の一言が聞こえる度に報われた思いがこみ

あげてきました。「観望会を開催して良かったな

ー、今日の風呂上がりの一杯は格別美味しいぞ！」

これは私の偽らざる気持ちですが、多少差はある

ものの関係者一同もこの思いは同じだと思います。

観望者全員の要望を全て満たすことは難しく観

望の時間と人数が反比例し、一泊旅行までしての

１人１分間はあまりにも短すぎると思います

が・・・。今は１年に２回のペースで推移してい

ますが、日本一の望遠鏡で観望できるとあって人

気は上々です。

回を重ねるごとに参加者が増え、嬉しさも増す

のですが、ふるいに掛ける心苦しさも増えました。

参加者を100名としますと今回は約８倍の競争率

になりました。

最後に毎回お世話になっています天文博物館職

員の皆様や、応援部隊の皆様には夜遅くまで活躍

していただき本当にありがとうございました。紙面

をお借りしてお礼を申し述べさせていただきます。

（岡山天体物理観測所　小矢野　久）

観望会の様子「丁寧に説明しています。」
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★「科学技術週間」にVERA入来観測局で�
　　　　　「ファミリーハイキングと施設公開」（報告）�

ＶＥＲＡ入来観

測局では、鹿児島

大学理学部宇宙コ

ース、農学部入来

農場と協力して、

科学技術週間（４

月14～20日）の最

終日20日の日曜日

に、地元入来町と

商工会青年部など

が、ふもとから八重山高原の観測局をめざす、フ

ァミリーハイキングを企画したのにも合わせ、電

波望遠鏡や観測施設の公開を行いました。

当日は、朝から小雨でしたが、ハイキングは商

工会青年部の熱望で決行。勢ぞろいした田んぼの

案山子や湯茶をサービスする地区の方の歓迎を受

けながら、片道５ｋｍの棚田沿いの道を登り、早

い親子は40分ほどで観測局に到着し、入口で電波

望遠鏡などがデザインされた木製の参加記念メダ

ルを受け取っていました。

観測局構内には、この春から３基の見学者用パ

ネルを設置しており、その前で電波天文学や

VERA計画をやさしく解説しました。また、観測

室では観測装置を説明したり、電波望遠鏡の紙模

型作りなどを行い、テントでは鹿大の学生さん達

が親子科学実験をおこない好評でした。

昼前に雨はやみ、霧が深くなりましたが、望遠鏡

の駆動実演では、返って良い演出効果となり、霧

の中から突然に姿を現す直径20ｍの主鏡の大きさ

に驚きの声があがっていました。

国立天文台からは、参加者全員に星座早見を、

抽選ですばる望遠鏡による天体写真の絵葉書や下

敷きなどをプレゼント。親子でだいじそうにビニ

ール袋にいれて持ち帰っていました。

この日は、ハイキング参加者250名を含め350名

ほどの方が観測局に訪れ、自然と科学に触れる楽

しいひと時を過ごされました。今回も入来町や鹿

児島大学のみなさんにお世話になりました。また、

悪天候の中、お越しいただいた皆さん、ありがと

うございました。

（VERA推進室　宮地　竹史）
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●南の島の星まつり2003（沖縄県石垣市）

【日　時】
2003年８月２日（土）～３日（日）

【主　催】
南の島の星まつり実行委員会（石垣市、石垣市
教育委員会、八重山星の会、総理府石垣港湾事
務所、国立天文台、他）

【場　所】
VERA石垣島観測局、新港地区広場、健康福祉セ
ンター、他

【内　容】
VERA石垣島観測局施設公開
（２～３日　10：00～17：00）
星空観望会（２日　18：00～21：00）
講演会（３日　15：00～17：00）
天体写真展（２～３日）など

●八重山高原星物語（鹿児島県入来町）

【日　時】
2003年８月９日（土）15：00～21：00

【主　催】
八重山高原星物語実行委員会（入来町、入来町
教育委員会、鹿児島大学理学部、農学部、国立　
天文台、他）

【場　所】
VERA入来観測局、八重山高原

【内　容】
VERA入来観測局施設公開　10：00～21：00
星空観望会　19：00～21：00
科学実験　10：00～21：00
天体写真展など

★国立天文台伝統的七夕行事の開催�

★「スター・ウィーク～星空に親しむ週間～」�

○詳細は、VERA推進室ホームページ：http://veraserver.mtk.nao.ac.jp/index-J.htm

○国立天文台ホームページ：http://www.nao.ac.jp/J/OutReach/index.html

８月１日～７日は、家族や友達とたのしく星空を

見上げませんか。1995年に始まった「スター・ウ

ィーク～星空に親しむ週間～」は今年で９年目を

迎えます。全国的に天候が安定し、夏休みの真っ

最中のこの季節は、大勢で星空を楽しむには絶好

の時期です。

この１週間を中心とした夏休みの間は、スタ

ー・ウィークイベントとして、全国各地でたくさ

んの星のお祭りや天文教室が開かれています。家

の近所や旅行先に公開天文台や科学館、プラネタ

リウムはありませんか？きっとたのしい星のイベ

ントが催されているはずです。スター・ウィーク

イベントに参加して、星や宇宙を身近に感じる夏

休みにしてみませんか。

全国のスター・ウィークイベントの情報は、ホ

ームページでチェックしてみましょう。

（http://www.StarWeek.jp/）

スター・ウィークキャンペーンは、国立天文台

と天文学振興財団の後援、環境省大気生活環境室

の協力をいただいています。

（スター・ウィーク2003実行委員会）
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野辺山観測所では、下記の要領で、特別公開を開

催します。

【日　時】

2003年８月23日（土）午前９時30分～午後４時

（午後３時30分に入場を終了させて頂きます。）

【場　所】

国立天文台野辺山観測所

【展示・見学】

通常の見学コースのほか、45メートル電波望遠

鏡・ミリ波干渉計・電波へリオグラフの各観測室、

観測データを処理する計算機などを見学できます。

宇宙・太陽からやってくる電波をとらえる観測装置

の仕組みや、最新の観測結果を展示します。工作体

験コーナーや質問コーナーなどもあります。

【講演会】

○「第２の地球探しに向かって」11：00～12：00

田村元秀（国立天文台）

○「第２の地球形成の現場へ」14：00～15：00

北村良実（宇宙科学研究所）

斎藤正雄（国立天文台）

【交　通】

○鉄道

JR小海線野辺山駅下車徒歩30分（駅から無料シャ

トルバス運行）

○自動車

東京・名古屋方面から：中央自動車道長坂イン

ターから清里高原有料道路を経て約30分。または、

中央自動車道須玉インターから国道141号線を臼

田・佐久方面へ約50分。

群馬方面から：上信越自動車道佐久インターから

国道141号線を臼田・清里方面へ約80分。

【ご注意】

入場無料・雨天決行。スリッパを各自ご持参くだ

さい。天文台内では食事の提供・販売はいたしませ

んので、ご了承ください。天文台入口駐車場は大型

バス・障害者専用となります。その他の自動車の方

は、野辺山スキー場の駐車場をご利用ください（ス

キー場からの無料シャトルバスを運行）。特別公開

当日は、会場準備の都合上９：00～16：00のみの開

場となります。

【問い合わせ先】

国立天文台野辺山観測所

〒384－1305 長野県南佐久郡南牧村野辺山

電話：0267－98－4300

http://www.nro.nao.ac.jp/̃openday/

★野辺山観測所「特別公開」開催�
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国立天文台・岡山天体物理観測所（OAO）は、

来る８月30日（土曜日）に「火星と太陽系の仲間

たち」のテーマにて特別公開を行います。地球と

火星は約２年２ヶ月ごとに接近を繰り返します

が、今年８月27日には、５万７千年ぶりに大接近

をし、視直径が25.11秒もの大きさに見えるように

なります。これは昨年と比べて約７倍の大きさで、

土星よりもやや大きく見えるということを表して

います。今回の特別公開では、何故このような大

接近が起こるのか等のメカニズムを、わかりやす

く解説し、私たち地球の仲間である惑星について

もパネルを使って詳しく説明いたします。188cm

望遠鏡をはじめとする施設紹介も行います。

併わせて、鴨方町・天文博物館でも協賛として

多くのイベントを計画しています。

【日　時】

2003年8月30日（土曜日）10：00～17:00

【場　所】

岡山県浅口郡鴨方町本庄

国立天文台岡山天体物理観測所

鴨方町岡山天文博物館

【テーマ】

「火星と太陽系の仲間たち」火星が地球に大接

近するメカニズムと他の惑星の様子、望遠鏡・ド

ーム・観測装置の説明、紹介を致します。

天文博物館では、プラネタリュームで夏番組の

投影、太陽観測のほか、子供向けイベントとして、

星座ランキング、クイズラリー、星座・天体ビン

ゴゲーム、工作コーナー（火星キーホルダー、そ

の他）を予定しています。

【参加方法】

自由参加、ただし、小学生低学年は保護者同伴

のこと。

【入場料】

博物館、天文台とも無料。

【交　通】

JR鴨方駅から遙照山行きバスを利用

天文台までの所要時間25分。（バスの便数が非常

に少ないのでご注意下さい）

自家用車の場合は、国道２号線鴨方ロータリー

から北へ約10ｋｍ天文台まで20分。または、山陽

高速鴨方インターを降りて北へ7ｋｍ天文台まで

約15分。

【お問い合わせ】

国立天文台岡山天体物理観測所

〒719－0232 岡山県浅口郡鴨方町本庄3037-5

電話：0865－44－2155〔代表〕休祭日を除く月　

曜～金曜の8:30～17:00の間

FAX：0865－44－2360

URL：http://www.cc.nao.ac.jp/oao

★岡山天体物理観測所「特別公開」開催�

赤外線実験

ペーパークラフト会場



－10－

★すばる望遠鏡建設記録映画の紹介�

日本の基礎科学装置としては、初めて外国に設

置され、９年間の歳月を費やして建設された「す

ばる望遠鏡」。すばる望遠鏡の建設過程の記録撮

影は、建設が始まった1991年度から、8.2メートル

主鏡ガラス材の製作、研磨、輸送の工程や、国内

での望遠鏡構造物や能動光学機構の製作、仮組、

ハワイ観測所の建設、現地据付、観測装置の製作、

ファーストライト、そ

して本観測など、計画

の節目節目で丹念に行

われてきました。その

結果、複数の建設記録

作品が出来上がりまし

た。

その中でも特に、「未

知への航海」（16mmフ

ィルム版、55分作品）

（企画：国立天文台、制

作： U. N. リミテッド）

は、2003年２月６日に

第57回毎日映画コンク

ール記録文化映画賞

（短編）、３月21日に

2002年度文化庁優秀映

画大賞（短編部門）、４

月18日に第44回科学技

術映像祭文部科学大臣賞（科学技術部門）、そし

て６月16日に第41回日本産業映画・ビデオコンク

ール大賞を相次いで受賞するなど作品としても評

価の高い一作に仕上がりました。この作品ではナ

レーションを女優の幸田弘子さんとハワイ観測所

の林左絵子助教授が担当しています。受賞作品

（16mmフィルム）は、現在、劇場での上映予定が

ございませんが、国立天文台では希望する教育・

普及団体を対象に16mmフィルムの貸出を行って

おります。さまざまな機会に上映いただければ幸

いです。

また、財団法人天文学振興財団より、国立天文

台紹介ビデオシリーズ５「もっと遠くを　巨大望

遠鏡 すばる」（企画：国立天文台、製作：U. N. リ

ミテッド）（カラーVHS 21分定価 2,950円（税込））

として頒布中の「巨大望遠鏡 すばる」は、小学

生・中学生対象の作品ですが、４月25日に第13回

TEPIAハイテクビデオコンクール優秀作品賞を受

賞しました。この作品で

はナレーションの一部を

唐牛宏ハワイ観測所長が

担当しています。

これら一連の作品の素

材とも言うべき膨大な撮

影資料は、120分のDVD作

品に取りまとめられまし

た。このDVD作品は、総

集編として見たい部分を

ランダムアクセスするこ

とが可能です。国立天文

台としては、このDVD作

品（日本語版、英語版共）

を正式なすばる望遠鏡建

設記録として位置づけて

います。なるべく多くの

研究機関・教育機関に配

布し、それぞれの立場で

利用されることを願っています。

なお、蛇足になりますが、すばる望遠鏡はすで

に菊池寛賞（日本文学振興会、平成11年）、東京

クリエイション大賞（東京ファッション協会、平

成11年）、グッドデザイン賞金賞（日本産業デザ

イン振興会、平成12年）等を受賞しています。学

術研究面のみならず、学術文化面でもすばる望遠

鏡は社会貢献が期待されているようです。

（広報普及室長・すばる望遠鏡建設記録映画編集委員

縣　秀彦）
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こんにちはー。お忙しそうですが、対談させていただいて、大丈夫ですか？

大丈夫ですよ。どうぞ。

最初に、仕事をされているところを写真を撮らせていただきたいのですが。端末に向かっての作

業が多いですよね？

え！　今、レフェリーコメントを書いてるところだから、ちょっと待ってね。でも、そっからな

ら写らないから大丈夫かな。

この角度だったら大丈夫だと思いますけれども。それにしても、このお部屋、きれいですよね。

入り口のあたりもすっきりして。

きれいになったでしょ。最初に入ったときより印象がよくなったよね。

今年もまたゴージャスな家具を買う予定があるとか？

いやー、ないない。去年、ぼく校費を借金してるから。。。

ところで、昨日あった光赤外将来計画の会議はいかがでしたか？盛況だったと聞いたのですが。

うーん、三鷹は20人くらいいたかな。ハワイが５人くらい。三鷹のテレビ会議室が結構いっぱい

だったよ。しかも、一日ばっちり使ってのミーティングだったしね。朝９時半くらいから始まっ

て、夕方５時くらいまで。ハワイとの中継になるから、朝早い時間から始めるんだよね。でも、

昨日の会議はさ、いろんな人が発表して、だから一人当たりの発表時間も短くて、議論の時間も

あまりなかったから、ちょっと物足りなかった。だから、こんどもう一回世話人らで集まってち

ゃんと議論しましょうということになったけどね。ひとり30分くらい発表して、それに対する討

論をするような会をしようって。

昨日の会議はサイエンスグループの会議だったのですか？

いやいや。全体会議。だから、地上班とスペース班、装置の人も来てたよ。

装置の人からはどういうお話があったのですか？

具体的な装置として特にこういうものを考えてる、って話じゃなくて、地上からならこういう望

遠鏡、スペース望遠鏡だったら、こういうものが考えられますっていう話だった。でも結局ね、

予算的な問題で日本独自でそんなに大きな望遠鏡は作れないだろうね。装置の数も圧倒的に減ら

して。

装置、ふたつだけとか？

そ、そ、そ。分光と撮像だけとか（笑）。で、近赤外なら近赤外に特化した望遠鏡にする。将来

計画もなぁ、ほんとに日本だけで、できんのかなぁ。金や人材や・・・とはいえ、国際協力って

難しいしな。日本がどれだけイニシアティブをとれるかって言うと・・・。ヨーロッパの100ｍ

ちさと、児玉　忠恭さん と語る�

インタビューシリーズ④�インタビューシリーズ④�

主に銀河団銀河の星の種族構造を理論的に、また、観測的にも研究されている児玉さんがお相手をしてく

ださいました。研究だけではなく、アフターファイブでも活躍中です。“Taddy”とは、児玉さんのニック

ネーム。外国人にも言いやすい呼び名をということで、お名前の“ただゆき”をもじってついた愛称です。
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望遠鏡計画とCELT（注１）、このふたつはわりと本気でやるらしいよ。日本は、一番最初に20ｍ

を造るならともかく、100ｍや30ｍ望遠鏡ができたあとで口径がより小さいものを造っても

ね・・・完全に日本は遅れてるよね。もっとも、そういうプレッシャーを感じて、このワーキン

ググループができてるわけだけど。

装置ワーキンググループの話は獲得できそうな予算を考えたうえでの、現実的なものだったので

すね。

そう。すごく現実的で、われわれサイエンス班は大風呂敷をひろげていいって言われてたから、

むちゃくちゃ言って。だからスペース100ｍがいいとか（笑）。

児玉さんはサイエンス・ワーキンググループの銀河・銀河団グループでしたよね？このグループ

が一番大風呂敷をひろげていたのですか？

いやいや。みんな好きなこと言ってたよ。生田さんもサイエンス・ワーキンググループに入って

るんだよね？小宮山さんと生田さんが描いた図って出ていたよ。露出時間と到達できる等級の関

係を出した図。あるところまでは、時間をかければかけるほど、暗い天体まで観測できるけれど

も、ある程度以上は星が重なりすぎて分解できなくなるので、どんなに露出時間を延ばしても、

到達する等級は同じっていう図。

あれは、ほとんど全部小宮山さんのお仕事なのです、実は。光赤外将来のチーフのお仕事は大変

ですか？

いいや、逆にチーフだからほかのひとに仕事まわせるっていう。あははは。

児玉さんの班が一番仕事が進んでいると、私たちのグループのチーフ、千葉（柾司）さんがおっ

しゃってました。

まあね。割と皆さん協力的でレポートをきちんと書いてくれたから。今年の12月くらいまでに、

サイエンス・ワーキンググループとして、英語で、最終レポートをまとめるのが目標なんだよね。

これは、科学者向けに書けばいいんだけど、予算獲得のためには、もっと噛み砕いたことばで、

役所用の書類を書かなければいけないよね。こっちは、もっと計画が煮詰まってからだけれども。

だから将来計画にはいるとそれはもう一生かかわっていかないといけないってことだからね。

児玉さんがチーフになったいきさつを教えていただけますか？

天文台の理論部がさ、もっと観測に貢献しないといけないっていう圧力は内外からあるからね。

僕が理論部に採用されたのも、観測もできるという点を期待されてのことだろうし。だからチー

フのひとって理論部の人多いでしょ？杉山さん、和田さん、小久保さんもそうだし。わざわざそ

ういうふうにしたの。

引き受けたときのお気持ちは？

でも自分のためでもあるんだよね。すばるで書いてるプロポーザルをもっと大風呂敷広げて書く

ようなものだから、できないことじゃないよね。生田さんたちのグループは局所銀河群だっけ？

銀河を星に分離して観測するっていう話だよね？

私たちのグループ、局所銀河グループですが、研究対象は局所銀河群（注２）の銀河だけではな

いんですよ。せっかく30－100ｍ級をつくるんだったら、局所銀河群なんてけちなこと言ってな

いで、おとめ座銀河団（注３）まで局所銀河の中に当然入るとして議論してます。

じゃあ、Ｍ87（注４）の色等級図とかもでるわけ？

でます！というか出るような望遠鏡と装置を造ってと要請する！もっとも楕円銀河くらい星がた

くさんあると赤色巨星の明るい星しか見えないですね。
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それでもやっぱり楕円銀河の色―等級図を一回みたいよね。色―等級図がでたらもうわれわれ、

星の種族を合成して研究してる人は失業だな。あははは。宇宙年齢くらい古い星まで見えてくる

といろいろわかるけれども。ちなみに完成目標は、2020年らしいよ。だからわれわれもう50代だ

よ。

千葉さんは定年だ。

だから千葉さんの場合は最後の仕事を終えて、定年になると。ただ何歳で定年かわからないけど

ね。僕らは、それまでに首になってるかもしれないし。あははは。

千葉さんが東北大学にうつられたじゃないですか。だから局所銀河班で仙台近くの温泉で合宿缶

詰ミーティングをしたいと相談してるんですよ。

いいねぇ。

先週土曜日には、Astro－Fの銀河グループの打ち合わせがあったそうで、休みなしですね。

そう。なんか、いろいろ仕事があって、なかなか自分の研究ができなくて。いまもレフェリーな

んてしてるし。すばるで撮ったデータもたまってきてるから、解析して論文にしないと。

この前の観測は、いかがでしたか？

あ、あれ、散々だったよ。Suprime-Camで撮像観測だったんだけど、一晩中曇りだった。しかも、

前と後が晴れてるんだよね。しかもわれわれ５人も行ってさ。

普通山頂に上がるのは３～４人ですよね？なぜ、そんなにたくさんで？

もともと、このプロジェクトはメンバーの数が20人いるんだよ。大きなグループなんだよね。そ

れで、「行きたい人」って聞いたら、５人が「はーい」って手を挙げて。一人は学生枠での参加

だったんだけどね。まぁ、三晩もらっててそれを４月と９月にわけたから、今回曇ってても、残

り二晩晴れればいいんだけどね。

曇りって、ドン曇だったのですか？

いや、うすーい高層雲。だから、ドームはずっと開けててもらったのね。で、イメージを見なが

ら、あー星が暗くなるなぁ、ときどきは星がうつってるなぁ、ってそんな感じ。で、Webでハワ

イのあたりの天気図が見えるじゃない。東西に伸びてる雲の帯が、ちょーどハワイ島の上にかか

ってて。雲が南とか北の方へ動いてくれれば晴れるんだけど、西から東、帯が伸びてる方向に平

行移動するから、ハワイ島だけ晴れなかった。ああいう風に雲が動くと、いつまでたっても晴れ

ないんだよね。だからマウナケアの上を雲が通過してて、マウイ島とかは晴れてたんだよね。

・・・・・

晴天神社とかお参りしたんだけど。晴天神社って知ってる？インターネットにあるんだけど。そ

の晴天神社で、お祓いしてから観測したんだけど、だめだった。

次にある別プロジェクトの観測で、山頂に上がるメンバーは、山頂初体験の方たちだそうですね。

うん。僕らは三鷹のリモート観測室で参加するつもりだけどね。まぁ、もうすぐリモート観測ば

っかりになるだろうから、すばる望遠鏡を実際に見たことない人は今のうちに行っておかないと

チャンスがなくなるからね。僕はもう何度も行ったから、次に行くときは、山頂まで上らずにヒ

ロから観測しようかと。

ヒロからのほうがいいのですか？

え！そりゃ三鷹からがいいよ、もちろん。観測終わると真夜中過ぎになるけど、コスモス会館に

泊まればいいし。

・・・ヒロからだと、食事したり、寝たりするところから観測室までが遠くて不便な気がするの
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ですが・・・・・

確かに、車がないと何もできないよね。いままだレンタカー代って出してくれないでしょう？リ

モート観測になったら、レンタカー代くらいは出して欲しいよね。ハレポハクの宿泊代がうくわ

けだし、そのくらいはしないとね。タクシー呼んで食事にいったり、ホテルまで帰ったりするの

かなぁ。車がないと、ヒロではなにもできないんだからさ。寝に帰ることもできないしね。

英語上達にはパブが一番！

今年の夏の学校の天文と社会というセッションで、今年のテーマは海外研究生活のすすめなのだ

そうです。

あ、そうなんだ。。。去年は僕招待講演で行ったんだよね。同志社があるところ。それは銀河・銀

河団のセッションで、講演してくださいってことで。でも観光するところがなくってさぁ（笑）。

仕方ないから、その後、富山に周って山に登って帰ったよ。

児玉さんは博士課程修了後、海外を選ばれた理由はなんでしたか？

そりゃやっぱり、海外に出たかった！あはははは。海外暮らしってやってみたかったし、いいチ

ャンスだと。それにその頃日本はすばる望遠鏡の建設に忙しくてサイエンスをやる雰囲気じゃな

かったしね。

参加者からの質問リストに言葉の問題はどうでしたか？というのあったのですが、児玉さんの場

合はいかがでしたか？

生田さんどうしたの？いきなりぶっつけ？

私も英語圏でしたから、なんとか。

ま、英語だとね。我流で英語を使ってると、ある程度のところから上達しなくなるから、ほんと

は習いに行ったほうがいいんだけどね。そんな暇ないんだよね。

そうですよねぇ。留学生向けの英語教室を大学が主宰していましたけど、私も行きませんでした。

児玉さんが最初に滞在されたのはケンブリッジでしたよね？イメージ的に英語教室なんてたくさ

んありそうですけれど・・・

あった、あった。僕は行かなかったけど。英語教室行く暇があったら、やっぱり研究するよね。

私の場合、英語そのものよりは、思いっきりのよさを学んだような気がします。

そうだよね。英語って恥ずかしがってても上達しないしね。間違ってるんじゃないかとか思わず、

言ってみないとはじまらないしね。その証拠に、酔っ払うと英語がうまくなる！

え！？！

僕だけかも・・・

そういうときって、まわりも酔っ払うじゃないですか？

そうねぇ、そうすると言葉がわからなくなる。早口でしゃべりだして、スラングがでてきて、パ

ブとかの英語はつらいよね。酔っ払ってるし、まわりはうるさいし。だから逆に英語上達したか

ったらパブとか行くといいよ。向こうの会話に入ろうとすると大変なんだよ。こっちから話題を

もっていって、こっちの話題にしちゃえばいい。だからこっちからしゃべれば（あはははは）。

生田さんは一年くらいで帰ってきたんだっけ？慣れたころに帰ってきたって感じだよね。

そうなんですよ。児玉さんの場合は、ご家族連れでの海外生活でしたが、そこは一人で行くのと

はちょっと違うと思うのですが・・・
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そりゃ、英語はひとりの方が上達するだろうね。家族といっしょだと、家族のこともあるから、

そりゃいろいろ大変だけど、でも、少なくともさみしくはないよね。家族がいると、生活が落ち

着くまでに半年くらいはかかったね。半年は言いすぎかな。でも数ヶ月くらいはかかったね。半

年くらいしてから、やっと研究できるようになった。それまではうわのそらというか。

病気にかかってしまったことなどは？

あったよ、なんどか。特に子供。救急車呼んだこともあったしね。向こうは９９９でわかりやす

いね。それで警察か救急か消防か、選ぶんだよね。まぁね、外国での病気は不安なものだね。と

はいえ、うちの場合、二人目の子供の出産はむこうだったからね。でも、嫁さんも満足してるよ。

日本よりあっちでとなったのは？

出産費用がただ（！）だったしね。ポスドクの身にはありがたかったね。

あ！そうか、あのころは医療費無料だったんだ。

そうなんだよ、税金も払ってないのに・・・僕が行ったときはまだ、寛大だったんだよ。今はも

うだめだけど。

娯楽とかはいかがでしたか？

パブによく行ったよ。ほとんど唯一の娯楽だからね、イギリスでは。そういえば、これみたこと

ある？Taddyっていう名前のビール。

え！これビールですか？

これ、向こうのスーパーで売ってるやつな

んだけど。これ、商品名がTaddyっていう

の。あはははは。記念に空瓶を持ち帰った。

写真を撮らせてください。あ！失敗！メモ

リースティックがない！あ、まぬけだ。あ

ぁ、やられたー。記録媒体を忘れてました。

ごめんなさい。写真だけ改めて撮りにきて

もいいですか？

・・・・・

気をとりなおして、海外で住んだときに感じた日本との違いってありましたか？私の場合は、手

続きがスムーズにいかないってつくづく思ったのですが。

あぁ。そうね。とろいよね。やってやってるんだ、みたいな感じだからね。

電気会社に最初に連絡をとったときは、どならないと動いてくれなかった。

うん、あるある。そうやって英語が上達するわけだ。

あとは電車がまったく時間どおりに走ってないこととか。

あれは、ほんとひどいよね。僕も一回セミナーに遅れそうになったことがあったな。あ、ダーラ

ム大学に行くときだ。ケンブリッジにいたときに、ダーラム大でセミナーしてほしいって言われ

て、ホントに着く直前で電車が止まって、で、そこで延々と一時間か二時間待たされて、セミナ

ーに危うく遅れるところだった。精神衛生上良くないね。イギリスの鉄道は。

レールの具合が悪そうだから調べるために停車するとか、日本じゃ考えられないような理由で遅

れるんですよね。
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僕のときもそういえば、テクニカルな理由でとまったような気がするなぁ。

長く住んでるとそういうものだって慣れてしまうのかしら？

いやー、慣れないんじゃない。みんなぶつぶつ言ってるもんね。まぁ、もっとも日本の中央線も

よく止まるけど。その分イギリスはドライブするには快適だったね。ぜんぜん渋滞とかしなくて

さ。だから、もっぱら、移動は車だったね。

海外研究生活のすすめ

今までで一番よかった研究室はどこでしょうか？

今までで一番よかった研究室？うーん、研究室って感じのところに属してないからねぇ。けど、

僕はダーラムが気に入ったけどね。それは、なんでかなぁ。いまから考えると・・・イギリスっ

てやっぱり田舎がいいじゃない？ダーラム

ってほら、ちょっとドライブするのにさ、

いいとこなんだよね。ヨークシャーデール

ズとか、湖水地方とか、近いからさ。料理

もさ、おいしいとこ行けばおいしいしね。

ツーリストがちょっとどっかで読みかじっ

たようなこというじゃない？イギリスはま

ずい、まずいって。でもちゃんとしたパブ

に行ったら、おいしいところがけっこうあ

ったけどね。そういうところはパブとレス

トランが一緒になったようなところで、半分パブ、半分レストランみたいになってるんだけど、

ちゃんと探せば、おいしいところいっぱいあったけどね。そういうお店は盛り付けもちゃんとし

てて、見た目もきれいだったし。ヨークシャーのほうだとラムがおいしかったなぁ。

研究面だと、ダーラム大学はわりとこじんまりしてるからさ、いろんな研究者と気軽に話ができ

る環境だった。それもダーラムを気に入った理由のひとつだよね。ケンブリッジだと、規模が大

きいし、みんなわりと独立に研究してるって感じ。うん。だから、最初に日本人がポッと行くと

ころとしては、大きなケンブリッジよりもダーラムのほうがいいかもしれないね。実は、今年の

夏、ダーラムに行こうかと思ってるんだよね、三週間くらい。たのしみだな。だって前住んでた

からさ、なんの心配もないじゃない。

おひとりですか？

今回はひとり（笑顔）。いやー、嫁さんに「行くか？」って聞いたら、「夏休みは帰省する」って。

まだ、下の子が小さいから、移動とか生活とか大変だしね。イギリスの夏はいいよ。遅くまで明

るいから、仕事おわってから　まだ遊べて。というような話を以前、天文月報に書いたんだけど。

生田さんも書いたんだよね？　海外研究室事情だったかな？

はい、書いたことあります。最近イギリスが多いってうわさのシリーズものですよね？

実際、今、日本人が多いからね。こんどまた一人いくでしょ。有本さんの学生はみんなヨーロッ

パに行くよね、ほとんど全員。アメリカはなくて、イギリス、ドイツ、フランスとか、みんなヨ

ーロッパだよね。僕、アメリカ行ったのは研究会で、一回かな？そう一回きりだ。トランジット

で通ったことはあるけどね。ハワイは、もちろん別にしてね（笑）。メインランドは、研究会で
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一回行っただけだ。ほんとに行かないね、アメリカ。別に避けてるわけじゃないんだけど（笑）。

そういえばちょうど、ここにダーラムの地図があるんだけど。

今年の夏用？

あはは。電車で行くとさ、ダーラムに入るとぱっと視界が開けるじゃない？線路が高いところを

走ってるからさ、景色が開けたところに、目と同じ高さにバーンと大聖堂が聳えてみえるんだよ

ね。ケンブリッジにいたときに、スコットランドに遊びに行ったとき、途中でそういう景色に出

会ってさ、わぁすごいきれいなまちだなぁと思ってたら、それがダーラムだった。

イギリスって11時と４時にお茶の時間があるじゃないですか。それでみんな５時とか６時くらい

には帰っちゃう。ダーラムもですか？

うん、そーだよ。11時半くらいにお茶の時間があって、まぁだべって、で、いったん研究室に帰

るじゃない。で、１時間したらランチ。僕はそのころ大学の近くに住んでたから、お昼は家に帰

って食べてたけどね。で、もどって１時くらい。それから４時にお茶。ほんで、また、６時くら

いに帰っちゃうからね。そうすると明らかに仕事してる時間は短いね、日本と比べて。そんだけ、

効率的にやってるんだよね。

なんであんなに効率的にできるのか、不思議なんですが。

そりゃあやっぱり論文を読むスピードが違うじゃない。

そっか。

書くのも早い。

友人がダーラムに短期滞在をしたことがあって、生活がかなり違う、イギリスのほうがゆとりが

ある、っていってました。

僕もね、忙しくって８時くらいまで残って研究してたことがあるんだけどさ、スタッフの人が帰

れ！帰れ！って、ポスドクはこんな時間までいてはいけない！って。いわれたことがあった。

なんででしょう？

そりゃ、むこうはポスドクもスタッフだから。スタッフだから過剰労働してはいけない。学生も

けっこう早く帰ってるけどね。えへへ。まあ、のんびりした国だよね。なんか、がつがつしてな

いよね。今なんて、朝６時半に家を出て、帰ったら９時だからさ、ぜんぜん生活が違う。遠いん

だよね。家まで。それもあるんだけど。

これからドクターをとる人に、日本に残るのと、海外にでるのとどっちをすすめますか？

うーん、難しいなぁ。あんまり無責任なこと言えないしなー。あはははは。

「児玉さんはこう言った！」って残っちゃいますからね。

下手なことを言うと、「児玉さん、うそつきー」とか言われるからなぁ。前に、口が滑って、「外

国に行ったら日本女性はもてる」って言ってしまったことがあって、「うそつきー」っていわれ

たことがあるんだよね。そんなの知らんわい！と思ったんだけど。

あははは。

だから、変なこといえないからね。でもまぁ一回は出たほうがいいんじゃないかと思うけどね。

理由までうかがうともっと答えにくいでしょうか？

生田さんはどうなの？やっぱ、出たほうがよかったとおもうでしょ？やっぱり一回は出るのがい

いよね。外国に住んでみると、日本のいいとこ、悪いところがわかるしね。日本にずっといると

さ、海外にずっとコンプレックスをもって、海外に行きたい、行きたいって思ってるけど、行っ

てみると、日本のいいとこも逆に見えてくるし。ただ、今は僕が海外で研究してたときとは状況
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が違うんだよね。僕がイギリスにいたときは、まだすばる望遠鏡が建設中だったときだから、ち

ょうどその時期に海外に行って、４ｍ級の望遠鏡が動いてるところで一緒に研究したっていうの

はいい経験だったよね。それで、ちょうど帰国したときにすばるが動き出して。もちろんそれを

狙って海外でポスドクをしたわけだけれども。今は、すばる望遠鏡があるから、絶対に海外にい

かないと観測的な研究ができないって状況じゃない。でも一回は外国へ行ったほうがいいと思う

よ。だって、外国にいたってさ、すばるは使えるんだしね、日本人であれば。

それでは最後に、若者にひとこと。若者でも天文台のひとにでもよいのですが、メッセージをお

願いします！

あー、もう若者には入れてもらえないわけ？？じゃ、年寄りから一言。なにか手に職をつけまし

ょう。これはこの人じゃないと駄目ってものを。この業界で生き残るのは結局それでは。

それと、生活の切り替え。だらだらでなくて、めりはり。この業界の人ってソーシャル面に弱い

人多いからなー。

例の送別会には参加するんだっけ？

はーい。あのアナウンスメール面白かったです。児玉さんは電柱抱きつき男だったんですね？

激突するよりましだけどね・・・

当日が楽しみというか、怖いもの見たさというか・・・

年寄りなんてとんでもない！失礼しました。と思う一方で、酔っぱらうとちょっとね・・・とも

思ったり。仕事もプライベートもばっちり両立されていて、どちらでも伝説をお持ちですよね。

それにしても、電柱に抱きつくのも、激突もどっちもどっちという気がするのは私だけでしょう

か？そんなお酒の飲み方ができるのも、若さの証拠かなぁ。〆切や打ち合わせでお忙しい中、ど

うもありがとうございました。

（天文情報公開センター　助手　生田　ちさと）

（注１）CELT：California Extremely Large Telescopeの略。カリフォルニア大学・カリフォルニア工科大学

が進める30ｍ望遠鏡計画のこと。

（注２）局所銀河群：私たちの銀河系が含まれる、直径約500万後年・大小４0個以上の銀河が集まっている

銀河の集団。アンドロメダ銀河や大小マゼラン雲も局所銀河群のメンバー。

（注３）おとめ座銀河団：　約6000万光年離れたところにある、最も我々に近い銀河団。

（注４）M87：おとめ座銀河団の中心にある、巨大な楕円形をした銀河。くわしくは、国立天文台ニュース、

メシエ天体シリーズをご期待ください。
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７.1～７.2  〈整備期間〉�

７.22～７.26 HID 神戸、安藤、佐藤他 βAqlの視線速度精密測定 ７.22～７.24 HBS 岡崎､ 川端､ 関他 HBS較正観測�

    ７.25～7.28 HBS 川端、関、松田他 塵形成領域�

７.27～8.4 HID 大塚、田村、関 低電離微細構造をもつ惑星状星雲 ７.29～８.４ HBS 磯貝、関、松田他 共生星�

８.５～８.８ HID 佐藤、安藤、神戸他 Ｇ型巨星の視線速度精密測定 ８.５～８.10 HBS 平田､ 岩松 Be型星�

８.９～８.12 HID 比田井､ 斉藤、千代他 HD189322の元素組成 ８.11～８.15 HBS 長､ 松田､ 関、川端 AGB星�

８.13～８.18  〈観測所時間〉�

８.19～８.22 HID 比田井､ 斉藤、千代他 HD189322の元素組成�

８.23～９.７  〈観測所時間〉  ８.16半～９.８半 HBS 本間､ 中村､ 近藤他 食連星�

    ８.16半～９.５半 HBS 菊地、関、松村 散開星団�

    ９.６半～９.８半 HBS 小沢､ 関､ 松村他 星間偏光�

９.８～９.21  〈整備期間〉  ９.９～９.15 HBS 小沢､ 関､ 松村他 星間偏光�

    ９.16～９.20 HBS 長､ 松田､ 関、川端 AGB星�

    ９.21～９.24 HBS 松村､ 川端､ 関、菊地 R Mon�

９.22～９.28 HID 平田、岩松、今田他 B型輝線星赤道円盤モデルの構築 ９.25～９.27 HBS 川端、関、松田他 塵形成領域�

９.29～９.30 HID 松山、向井、伊藤他 連星系の惑星 ９.28～９.30 HBS 岡崎、川端、関他 HBS較正観測�

10.１～10.1  〈観測所時間〉�

10.２～10.9 HBS 磯貝、関、松田他 共生星の軌道面傾斜角�

10.10～10.14 HID 佐藤、安藤、神戸他 G型巨星の視線速度精密測定�

10.15～10.19 HID 斉藤、比田井、竹田他 金属欠乏星の亜鉛銅組成�

10.20～10.20  〈観測所時間〉�

10.21～10.28 HBS 小沢、関、松村他 星間偏光と星間吸収線の比較�

10.29～11.９  〈観測所時間〉�

11.10～11.11 HID 松山、向井、伊藤他 連星系の惑星�

11.12～11.17 HID 川口、多田、泉浦 Diffuse Interstellar Bands�

11.18～11.26 TRI 石井、佐藤、長田他 中質量YSO�

11.27～12.１ HID 佐藤、安藤、神戸他 Ｇ型巨星の視線速度精密測定�

11.27～12.１ HID 松山、向井、伊藤他 連星系の惑星�

12.2～12.８ HID 大久保、平田、定金他 Vega-like stars�

12.9～12.16 HID 竹田、大久保、本田他 散開星団の分光学的研究�

12.17～12.21 HID 佐藤、安藤、神戸他 G型巨星の視線速度精密測定�

12.22～12.26  〈観測所時間〉�

12.27～12.31  年末年始休暇�

○満月 HID：HIDES  注）91cm望遠鏡の共同利用は９月末で終了。�

●新月 TRI：TRISPEC�

注）11.27～12.１は、佐藤他と松山他が４：１の割合で観測時間を分け合う。�

�

188cm望遠鏡� 91cm望遠鏡�



M50

M51

M52

M53

　M50（散開星団）いっかくじゅう座�

  おおいぬ座との境界に近い、冬の天の川の中に

ある。比較的明るく、双眼鏡でも観察しやすい星

団である。1772 年のメシエによる発見以前に、

1711年にカッシーニによって発見されていたようだ。�

�

�

�

�

�

�

�

�

　M51（銀河）りょうけん座�

  1773年にメシエによって発見された。「子持ち銀

河」の愛称で天文ファンに親しまれている銀河で

ある。渦巻き銀河M51（NGC5194）のすぐ北側に、

手をつなぐように小さな不規則銀河（NGC5195）

があり、親子のように見えることから名づけられた。

小口径の望遠鏡では、２つの銀河として確認する

ことは難しく、メシエも発見時には１つの星雲と

認識していたようだ。大口径の望遠鏡では、美し

い渦巻きを見ることができる。1994年４月２日に

は、この銀河から超新星が発見されている。�

�

�

�

�

�

�

�

　M52（散開星団）カシオペヤ座�

  カシオペヤ座とケフェウス座の間の天の川の中

にある。こぢんまりとまとまっていて、淡い天の

川をつくるたくさんの星を背景に、双眼鏡でも見

やすい美しい星団である。1744年に、彗星観測中

のメシエが発見した。�

�

�

�

�

�

�

�

�

　M53（球状星団）かみのけ座�

  春の夜空では数少ない球状星団のひとつ。1775

年にボーデが発見、２年後、メシエが独立発見し、

カタログに入れている。どちらも星雲として認識

していたが、後にハーシェルが個々の星に分解し

球状星団であることがわかった。小さくまとまっ

た星団で、大口径望遠鏡で見ると美しい。�
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�

�

（広報普及室　教務補佐員　小野智子）�
参考：http://www.seds.org/messier/Messier.html　�
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